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工法普及に全カ
ミラクルソル協会本年度総会

ミ
ラ
ク

ル
ソ
ル
協
会

（
原

裕
理
事
長
、

会
員
２７
社
）
は
こ

の
ほ
ど
、

東
京
都
千
代
田
区

の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
２

０
０
７
年
度
総
会
を
開
い
た

（
＝
写
藁
）
。

水
と
土
と
緑

の

自
然
環
境
を
創
出
す
る
ミ
ラ

ク
ル
ソ
ル
エ
法
の
普
及
に
向

け
た
事
業
計
画
を
決
め
る
と

と
も

に
、

役
員
改
選

で
原
理

事
長
の
再
任
を
承
認
し
た
。

原
理
事

長
は
マ
ヽヽ
ラ
ク
ル

ソ
ル

エ
法

は
、

地

球

環
境

に

貢
献

で
き

る

工
法

と
し

て
、

現
在
１６
工
法
を
提
案
し
て
い

る
。

今
後
と
も
時
代

の

ニ
ー

ズ
に
合

っ
た
新
材
料

の
研
究

開
発
、

そ

の
材
料
を

用

い
た

工
法
の
開
発
を
継
続
し
て
い

く
。

特
に
こ
と
し
は
、

会
員
の

増
強
と
工
法

の
普
及
に
力
を

入
れ
る
」
と
あ

い
さ

つ
。

新
材

料

の
研

究

開

発

に

つ
い
て

は
、

自
動
車
ガ

ラ

ス
と
プ

ラ

ズ

マ
テ
レ
ビ
の
廃
ガ
ラ
ス
を

再
資
源
化
す
る
事
業
に
取
り

組

ん

で

い
く

こ

と

を

挙

げ

た
。総

会

で
は
、

本
年
度

の
事

業
計
画
案
や
収
支
予
算
案
な

ど
を
全
会

一
致

で
承
認
。

事

業
計
画

に
は
、

ヽヽ
ヽ
ラ
ク
ル

ソ

ル
エ
法
の
普
及
に
向
け
た
技

術
講
習
会
や
現
場
見
学
会

の

開
催
を
は
じ
め

、
関
係
学
会

へ
の
論
文
発
表
、

官
公
庁

・
コ

ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
対
す
る
Ｐ

Ｒ
活
動
の
展
開
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。

ま
た
、

議
事
審
議
後

に
ミ

ラ
ク
ル
ソ
ル
エ
法
関
連
の
説

慨
が
行
わ
れ
、

原
理
事
長

が

「
２
０
０
６
年
度

の
活
動

と

環
境
緑
化

“
環
境
土
木

工
法

の
最
近

の
取
り
組
み
」
を
報

生
回
。

同
協
会
顧
間
の
荒
木
宏

之

・
佐
賀
大
学
低
平
地
研
究

セ

ン
タ

ー
長
は
マ

ヽ
ラ
ク

ル

ソ
ル
に
よ
る
水
質
浄
化
と
展

望
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

▽
理
事
長

＝
原
裕

（
日
本

建
設
技
術
側
）

▽
理
事

＝
大

久

保

健

二

（
開
発

コ
ン
ク

リ
ー
ト
側
）
、

鈴
木
敏
幸

盆
（
和
防
災
建
設

側
）
、

根
尾
伸

（側
タ
ナ
ベ
・
エ

ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
）
、

大
淵
充

博

（
側
西
鉄
土
木
）
、

曽
根
原

好
幸
（
北
陽
建
設
側
）
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